
  

井尻公民館だより               （2026 年３月１日発行） 

<令和８年 ３月号〉                      （第２６４号） 

＜連絡先・問い合わせ先＞              館長 古屋 宗克 （ ） 

                                                                主事 水上 由人 （ ）  

                             

    

絵手紙愛好会 古屋典子 

３月の歳時記…３日桃の節句、５日啓蟄、１７日彼岸の入り、２０日春分の日 

２３日彼岸明け 

 

三
月
は
年
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の
締
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と
異
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の
季
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︒
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十
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日
は
県
立
高
校
合
格
発
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・
十
九
日
は
公
立
小
学
校
卒
業
式
︒  

春風や いろいろの香を そそのかし  加賀千代女 

 



  

     

井尻小学校の西寄りは昔雑木林で、諏訪神社の境内

に続いていて寂しい場所であった。現在の県営住宅

の北に円形の場所があった。周囲の柵は木の杭を打

ち込み、杉丸太を結びめぐらした馬場で、立ち木を

利用した桟敷まであって、当時としてはなかなか立

派なものであった。 

村内でも相当高価な馬を買い入れ、競争していわゆ

る足の速い馬の飼育にはげんだ。競馬が開かれる頃

になると、村内、近郷近在は勿論、県下より同好の

士が駿馬を連れて集まりにぎやかに競馬が挙行され

た。開催中は馬主及び一般の来客が村内に宿泊し、

露店も沢山出て、井尻の競馬と言って土地の自慢の

一つであった。観光料など取らず、なごやかでなか

なか賑やかなものであった。いつ頃から始まり、ど

のくらい続いたのか定かではないが、競馬が廃止さ

れてからの馬場だけは数年残っていて付近の子供た

ちの遊び場であった。当時の役職や氏名を記載した

板が関係者の手元に残されている。 
  明治４２年第４月４日 競馬役割表  

決勝掛４名、入馬掛５名、馬〇〇督３名、賞掛４名、〇〇掛１名 

〇〇掛２名、会計並受付４名、〇〇締２名（以上ですが〇〇の部分は不

明瞭の所） （参照・・・昭和５４年 井尻公民館・松里公民館編集 松里の昔ばなし より） 

※井尻の競馬について伝え聞いた話・資料などありましたら公民館主事または館長にご連絡を

お願いします。 



  

甲州市生涯学習推進大会「童謡フェスティバル」 
参加された皆さんご協力ありがとうございました❀

  
熱のこもった練習風景（心が一つになり一段と上達!）心も温かく元気に、若さが増しました。   
当日は、二十名の中に教育長小林様ご夫妻も加わり井尻地区の皆様から、客席にほっ

こりする歌声をお届けすることができました。ご参加をして頂きました皆様に心から感謝を

申し上げ簡単ではありますがお礼の言葉とさせていただきます。  
 
３月の予定  空いている所は入れます予約は事前連絡をお願いします 
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